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製品紹介 

排水処理剤 
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は じ め に 

産業排水には有機物や重金属など様々な物質が含

まれており、排水を川や海にそのまま流すと環境破壊

を引き起こすため、汚濁成分を分離除去する必要があ

る。日本表面化学では様々な排水に応じて最適な処理

剤と処理設備の提供を行っている。 

 

製 品 概 要 

重金属を含む工業廃水については、最も一般的な排

水処理方法として中和凝集方法があり、めっき工場に

おいては図 1 に示すような排水処理工程を実施してい

る。日本表面化学の排水処理剤は、主に pH 調整槽、

凝集槽で使用する重金属捕集剤、凝集補助剤、高分子

凝集剤、消泡剤などをラインナップしている。(表 1) 

図 1. 排水フロー図 1) (酸・アルカリ系) 

 

表 1. 日本表面化学の主な排水処理剤 

 

処 理 工 程 

排水の成分に応じて、シアン系、クロム系、酸・

アルカリ系に分け処理を行う。酸・アルカリ系の処

理工程は別途参照。(図１) これに加えてシアン系 

の場合はシアンの分解工程、クロム系の場合はクロ

ムの還元工程が必要となる。排水中の成分について

は別途処理または、希釈処理を行う必要がある。1) 

(表 2 中の 1、2 の物質を除く) 

表 2. 別途処理を要する排水、濃厚廃液 

1 三価クロム系 
2 ニッケルシアン錯体系 
3 錯化剤（キレート剤）系 
4 高 COD、BOD 系 
5 油分、界面活性剤系 
6 フッ素（特にホウフッ化物）系 
7 過酸化水素系 
8 チッ素、リン系 

 

メ カ ニ ズ ム 

６価クロムを除く金属イオンには水酸化物を形成

し溶解度が低下する領域があるため、この沈殿範囲を

活用することで排水の固液分離が容易となる。基本的

に重金属を含有する排水は、中和凝集を利用し処理を

行う。(図 2、図 3) 

 

 
図 2. フロック形成の過程 
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図 3. 中和凝集実験例 

 

お わ り に 

排水処理は、流入管理が重要であり、排水の成分に

応じた分別と処理が必要である。実際の産業排水には、

基本フローだけではうまくいかない場合も多く十分

な検証が必要である。日本表面化学では、これまでの

経験を基に重金属捕集剤、凝集補助剤、高分子凝集剤、

消泡剤などの各種排水処理剤を開発・提供している。 

 

 

文献 

1) 社団法人 日本表面処理機材工業会 環境対策

委員会 めっき排水処理施設の標準仕様指針、

5、53-54(2012) 


